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<VUφ200>

<VUφ200>

<CSPφ700>

VUφ
200>

<VUφ350

(-4.432)

<VUφ
150>

<VUφ
150>

(-4.784)

倉
安
川

<BOX 1
500×900>

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

1/13図面番号

配　置　図

S=1/100

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

W PEφ
50 d=0.80>

<W PEφ
75 d=0.80

G(低
圧
)PEφ

100 d=0.80>

<G(低圧)SWφ100 d=1.00>

G(低圧)SWφ100 d=1.00>

<G(低
圧)SWφ

100 d
=0.60

<W DIPφ150 d=0.60>

<W DI
Pφ150 

d=0.8
0

<W DIPφ150 d=0.60>

<d=0.60>

<W DIPφ
100>

<W HPPEφ
50 d=1.60>

M

<G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

仕

放流

流入

放流

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<電気設備工事(別途)>

<電気設備工事(別途)><電気設備工事(別途)>

<土木工事>

<土木工事>

1.25

1.51

1.30

1.75

1.33

施　工　箇　所

<機械設備工事(別途)>

<交通安全施設工事(別途)>

<交通安全施設工事(別途)>

<土木工事>

<交通安全施設工事(別途)>

S=1/100

配　　置　　図

<交通安全施設工事(別途)>

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

<電気設備工事(別途)>

<土木工事>

<交通安全施設工事(別途)>

<交通安全施設工事(別途)>

位置 岡山市中区山崎地内

<土木工事>

<土木工事>

※機械設備工事、電気設備工事、交通安全施設工事は別途工事である。

<土木工事>

<土木工事>
2-吐出管φ500

4100

5
5
20

3300

No.1 雨水ポンプ

No.2 雨水ポンプ

2000

39
0
0

4100

ポンプ制御盤 引込柱

引込開閉器盤

底面改良工

バースクリーン

転落防止柵

車止め(上下式)

歩車道境界ブロック

侵入防止柵
転落防止柵設置

倉安川水位計

護岸撤去・復旧工

標識撤去・復旧工

視線誘導標撤去工U型側溝

地先境界ブロック

地先境界ブロック

VPφ200
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WP1
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Co

g

N2

N3

(
-0
.
67
2
)

(-0.670)

(-0.79)

<
VU
φ
2
0
0>

<CSPφ700>

VUφ
200>

<VUφ350

<VUφ
150>

<G(低圧)SWφ100 d=1.00>

<W DIPφ150 d=0.60>

<W DIPφ150 d=0.60>

<VUφ
150>

倉
安
川

<BOX 1
500×900>

N

<VUφ200>

B

B

C
C

(
-0
.6
9
0)

(0.479)

(-0.530)

(-0.599)

(-4.432)
(-4.784)

1.30

1.25

1.51

1.30

1.75

1.51

1.33

W PEφ
50 d=0.80>

G(低
圧
)PEφ

100 d=0.80>

<d=0.95>

<d=0.60>

<W DIPφ
100

<W HPPEφ
50 d=1.60>

M

<G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

仕

放流

放流

φ1100 φ1100

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

A

A

<電気設備工事(別途)>

<電気設備工事(別途)>

<電気設備工事(別途)>

<土木工事>

<土木工事>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

施　工　箇　所

<交通安全施設工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>
ITVカメラ<将来>

<交通安全施設工事(別途)>

<交通安全施設工事(別途)>

<土木工事>

<交通安全施設工事(別途)>

S=1/50

平　　面　　図

<土木工事>

<交通安全施設工事(別途)>

<交通安全施設工事(別途)>

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

2/13図面番号

平 面 図

S=1/50

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

<土木工事>

<土木工事>

<土木工事>

※機械設備工事、電気設備工事、交通安全施設工事は別途工事である。

<土木工事>

<電気設備工事(別途)>

13
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1
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3
41
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400400 3300

4100

21
0
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4
0
0

4003300400

4100

1500 300 1500

6
0
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1
5
0
0

55
2
0

2-吐出管φ500

No.1 雨水ポンプ・基礎

No.2 雨水ポンプ・基礎

開口径 開口径

600

6
00

底面改良工

引込柱

ポンプ制御盤

引込開閉器盤

No.1 雨水ポンプ吐出弁・基礎

No.1 雨水ポンプ逆止弁・基礎

No.2 雨水ポンプ逆止弁・基礎

No.2 動力ケーブル用端子箱

配管サポート・脚部根巻

転落防止柵

No.1 動力ケーブル用端子箱

No.2 雨水ポンプ吐出弁・基礎

バースクリーン
屋外照明<電気設備工事(別途)>

侵入防止柵

車止め(上下式)

歩車道境界ブロック

転落防止柵設置

護岸撤去・復旧工

標識撤去・復旧工

視線誘導標撤去工

U型側溝

地先境界ブロック

地先境界ブロック
VPφ200

倉安川水位計



As

+1.250倉安川 H.W.L

DL=0.00

VUφ200

As

+0.33

-0.40

G SPφ200

(PEφ100)

W HPPEφ50

配管最頂部レベル

+1.660

(開口径) (開口径)

+0.960

-3.000

-1.900

(開口径)

As

+1.250倉安川 H.W.L

DL=0.00

VUφ200

As

+0.33

-0.40

G SPφ200

(PEφ100)

W HPPEφ50

配管最頂部レベル

+1.660

(開口径)

+0.960

-3.000

-1.900

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

-2.700

-2.700

土木工事

機械設備工事（別途）

電気設備工事（別途）

<土木工事>

<土木工事>

配管延長=2080 配管延長=4540

※土木工事②の配管はポンプ設置後に配管、調整すること。

　余裕高0.30mを確保した+1.55mとする。

※倉安川H.W.Lは1.25mとし、河川改修後の堤防天端標高は

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

根巻基礎
<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<土木工事>

<土木工事>

<交通安全施設工事(別途)>

<交通安全施設工事(別途)>

H.W.L(H1)

L.W.L(L)(ｽｸﾘｰﾝ通過後)

+0.48
H.W.L(H2)

H.W.L(H1)

L.W.L(L)(ｽｸﾘｰﾝ通過後)

+0.48
H.W.L(H2)

吐出管中心高

+0.536

吐出管中心高

+0.536

<交通安全施設設置工事(別途)>

<電気設備工事(別途)>

S=1/50

断　面　図　(1)

A - A　断　面　図

B - B　断　面　図

<土木工事>

<土木工事>

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

3/13図面番号

断 面 図 (1)

S=1/50

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

<土木工事>

<土木工事>

<土木工事>

<土木工事>
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No.1 雨水ポンプ

15
0
0

9
6
0

φ1100

0
.
60

2
4
60

8
0
0

4
00

3
6
60

20
0

750 750 750 750

400400

4100

1500 300 1500

5
0
0

1
00
0

7
3
0

φ1100

No.2 雨水ポンプ

No.1 雨水ポンプ

1
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2000

2000

底面改良工

底面改良工

2
0
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1
00

3
0
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2
00

1
0
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30
0

No.2 雨水ポンプ

1
00

3
0
0

39
6
0

3
9
60

3
00 1
0
0

露出　配管延長=5450 埋設(場内) 配管延長=14060 埋設(市道) 配管延長=5200

550

吐出管φ500　L=25110

(フランジ形) 配管延長=9700 (NS形)配管延長=15410

埋設(場内) 土工延長=13500 埋設(市道) 土工延長=4650

400

露出　配管延長=3100 埋設(場内) 配管延長=14520 埋設(市道) 配管延長=5300

550

吐出管φ500　L=23320

(フランジ形) 配管延長=7370 (NS形)配管延長=15950

埋設(場内) 土工延長=13900 埋設(市道) 土工延長=4750

400

100 100

4300

100 100

4300

【土木工事②】配管延長=4540 【土木工事①】配管延長=16160【機械設備工事(別途)】配管延長=4410

【機械設備工事(別途)】 【土木工事②】

【土木工事①】配管延長=16700

No.1 雨水ポンプ逆止弁φ500

No.1 雨水ポンプ吐出弁φ500

No.2 雨水ポンプ逆止弁φ500

No.2 雨水ポンプ吐出弁φ500

No.1 雨水ポンプ吐出弁基礎

No.1 雨水ポンプ逆止弁基礎

No.2 雨水ポンプ吐出弁基礎

No.2 雨水ポンプ逆止弁基礎

配管サポート

雨水ポンプ基礎

雨水ポンプ基礎

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

侵入防止柵 H=1.80m

侵入防止柵 H=1.80m

転落防止柵

倉安川水位計

護岸撤去・復旧工

護岸撤去・復旧工

0
.
67

0
.6
0

VPφ200

VPφ200

地先境界ブロック

地先境界ブロック

1
.
6
0

1
.
6
0

1
.
6
0

1
.
6
0



g

As
As

As

g

白
線

白
線

DL=0.00 Wφ150

VUφ200

CSPφ700

Gφ100

+0.960

-0.640

-1.140

-1.900

+0.33

-0.40L.W.L(L)

(ｽｸﾘｰﾝ通過後) -0.10L.W.L

DIPφ500(開口径)

-3.000

断面図(2)・基礎工詳細図

図　示

レベル

+1.660

-1.140

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

土木工事

機械設備工事（別途）

電気設備工事（別途）

<交通安全施設工事(別途)>

-2.700

基 礎 工 詳 細 図 S=1/30

配管サポート・脚部根巻詳細図

(SS400)

(SS400)

配合1:3

(SS400)

(SS400)

配合1:3

配管最頂部

<交通安全施設工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

18-8-25(20)BB 18-8-25(20)BB

+0.48
H.W.L(H1)
H.W.L(H2)

S=1/50

断　面　図　(2)

C - C　断　面　図

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

4/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

<土木工事>

平面図 横断面図
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バースクリーン
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φ1100

No.2 雨水ポンプ

2
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侵入防止柵 H=1.80m

8
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300×300

2
0
0

700

5
0

220

300

700

2
0
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3
0
0

PL9-220×200

[-150×75×9×12.5

吐出管φ500

コンクリート

モルタル仕上げ t=20mm

[-150×75×9×12.5

吐出管φ500

PL9-220×200

コンクリート

モルタル仕上げ t=20mm

転落防止柵 H=1.10m

雨水ポンプ基礎

U型側溝



<
VU
φ
2
00
>

N

W HPPEφ
50 d=1.60>

G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

放流

放流

<機械設備工事(別途)>

<機械設備工事(別途)>

<土木工事>

S=1/50

配　管　詳　細　図

ライナ付直管

倉安川

※土木工事　の配管はポンプ設置後に配管、調整すること。

※倉安川放流部の配管は護岸取壊部に配管後、曲管部の配管、

　調整を行うこと。

配 管 詳 細 図

S=1/50

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

5/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

土木工事

機械設備工事（別途）

電気設備工事（別途）

2 1

2

2-吐出管φ500

No.1 雨水ポンプ

No.2 雨水ポンプ

DCIP(フランジ形)φ500 両フランジ長管 L=1000

DCIP(フランジ形)φ500 45°曲管 L=517・517

DCIP(フランジ形)φ500 両フランジ長管 L=300

φ500逆止弁 L=980 DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=3500

DCIP(フランジ形)φ500 片フランジ長管 L=750

伸縮可とう管φ500(偏芯量200mm) L=1520

DCIP(フランジ形)φ500 45°曲管 L=517・517

DCIP(フランジ形)φ500 両フランジ長管 L=950

DCIP(フランジ形)φ500 45°曲管 L=517・517

DCIP(フランジ形)φ500 両フランジ長管 L=300

φ500吐出弁 L=300

伸縮管φ500 L=500 

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=3400

DCIP(NS形)φ500 22 1/2°曲管 L=170・615

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=4000 DCIP(NS形)φ500 22 1/2°曲管 L=170・615

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=2150

DCIP(NS形)φ500 22 1/2°曲管 L=170・615

DCIP(NS形)φ500 22 1/2°曲管 L=170・615

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=1700

DCIP(NS形)φ500 22 1/2°曲管 L=170・615

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=5000

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=2900

DCIP(NS形)φ500 22 1/2°曲管 L=170・615

DCIP(NS形)φ500 甲切管 L=4000

DCIP(フランジ形)φ500 片フランジ長管 L=750

伸縮可とう管φ500(偏芯量200mm) L=1520

DCIP(フランジ形)φ500 45°曲管 L=517・517

DCIP(フランジ形)φ500 両フランジ長管 L=950

DCIP(フランジ形)φ500 45°曲管 L=517・517

DCIP(フランジ形)φ500 両フランジ長管 L=300

φ500吐出弁 L=300

伸縮管φ500 L=500

φ500逆止弁 L=980

土木工事 土木工事機械設備工事(別途)



仕

仕

仕

1.32

(-3.34)

(-3.31)

1.97

1.34

1.57

M

M

M

標

標

R

R
R

R

ET

WP1
50

200

As

As

N3

(
-0
.
67
2
)

(-0.670)

(-0.79)
<
VU
φ
2
0
0>

VUφ
200>

<VUφ350

<VUφ
150>

<W DIPφ150 d=0.60>

倉
安
川

<BOX 1
500×900>

N

(
-0
.6
9
0)

(0.479)

(-4.432)
(-4.784)

1.30

1.25

1.51

1.30

1.75

1.51

1.33

W PEφ
50 d=0.80>

G(低
圧
)PEφ

100 d=0.80>

<d=0.95>

<d=0.60>

<W DIPφ
100

<W HPPEφ
50 d=1.60>

M

<G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

仕

放流

A

底　面　改　良　図 (1)(右岸側)

A

As
+1.250倉安川 H.W.L

VUφ200

As

G SPφ200

(PEφ100)

W HPPEφ50

鉄筋金網(D13 200×200)

18-8-25(20)BB

平　面　図

DL=0.00

放流

断　面　図

　余裕高0.30mを確保した+1.55mとする。

※倉安川H.W.Lは1.25mとし、河川改修後の堤防天端標高は

W=3.3m

H=0.90m

W=2
.3m

H=0
.90

m

底面改良工詳細図
S=1/30

鉄筋金網(D13 200×200)

18-8-25(20)BB

100×5

※底面改良工は段階施工とし、右岸側の施工で止水板まで
　設置し、次工程(左岸側の施工)で目地材を設置する。

底面改良図(1)(右岸側)

図示

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

6/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

S=1/50S=1/50

1
.
7
6

1
.
6
0

1
.
6
0

底面改良工

200
0

2500

0.
6
0

土のう工 H=0.90m

底張コンクリート(24-12-25(20)BB)

2
0
0

10
0

3
00

4000

吐出管φ500

均しコンクリート

土のう工

土
の
う
工

土のう工

2300 1700

350 1350

9
0
0

吐出管φ500

3002000

20

100

2
00

1
0
0

3
0
0

底張コンクリート(24-12-25(20)BB)

均しコンクリート

止水板(フラット型)

目地材(次工程で施工)

300
350 400

400

135
0

左岸側で施工

止水板設置工

止水板・(目地材)



仕

仕

仕

1.32

(-3.34)

(-3.31)

1.97

1.34

1.57

M

M

M

標

標

R

R
R

R

ET

WP1
50

200

As

As

N3

(
-0
.
67
2
)

(-0.670)

(-0.79)
<
VU
φ
2
0
0>

VUφ
200>

<VUφ350

<VUφ
150>

<W DIPφ150 d=0.60>

<BOX 1
500×900>

N

(
-0
.6
9
0)

(0.479)

(-4.432)
(-4.784)

1.30

1.25

1.51

1.30

1.75

1.51

1.33

W PEφ
50 d=0.80>

G(低
圧
)PEφ

100 d=0.80>

<d=0.95>

<d=0.60>

<W DIPφ
100

<W HPPEφ
50 d=1.60>

M

<G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

仕

放流

A

底　面　改　良　図 (2)(左岸側)

A

As
+1.250倉安川 H.W.L

VUφ200

As

G SPφ200

(PEφ100)

W HPPEφ50

平　面　図

DL=0.00

放流

断　面　図

W=3.3m

H=0.90m

W=2
.3m

H=0
.90

m

鉄筋金網(D13 200×200)

18-8-25(20)BB

倉
安
川

底面改良工詳細図
S=1/30

100×5

　余裕高0.30mを確保した+1.55mとする。

※倉安川H.W.Lは1.25mとし、河川改修後の堤防天端標高は

※底面改良工は段階施工とし、右岸側の施工で止水板まで
　設置し、本工程(左岸側の施工)で目地材を設置する。

鉄筋金網(D13 200×200)

18-8-25(20)BB

底面改良図(2)(左岸側)

図示

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

7/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

S=1/50S=1/50

1
.
7
6

1
.
6
0

1
.
6
0

底面改良工

200
0

2500

0.
6
0

2
0
0

10
0

3
00

4000

吐出管φ500

土のう工

土
の
う
工

土のう工

20002000

3001350

9
0
0

底張コンクリート(24-12-25(20)BB)

均しコンクリート土のう工 H=0.90m

吐出管φ500

400

400

300
350

350

20

100

2
00

1
0
0

3
0
0

止水板(フラット型)(右岸側で設置済)

目地材

止水板・目地材

底張コンクリート(24-12-25(20)BB)

均しコンクリート右岸側で施工済

止水板・目地材



仕

仕

仕

1.32

(-3.34)

(-3.31)

1.97

1.34

1.57

M

M
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標

標

R

R
R

R

ET
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200
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N3

(
-0
.
67
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(-0.670)

(-0.79)
<
VU
φ
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VUφ
200>

<VUφ350

<VUφ
150>

<W DIPφ150 d=0.60>

<BOX 1
500×900>

N

(-
0
.6
9
0)

(0.479)

(-4.432)
(-4.784)

1.30

1.25

1.51

1.30

1.75

1.51

1.33

W PEφ
50 d=0.80>

G(低
圧
)PEφ

100 d=0.80>

<d=0.95>

<d=0.60>

<W DIPφ
100

<W HPPEφ
50 d=1.60>

M

<G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

仕

A

護岸取壊復旧図

A

平　面　図

倉
安
川

As
+1.250倉安川 H.W.L

VUφ200

As

G SPφ200

(PEφ100)

W HPPEφ50

DL=0.00

A - A 断 面 図

B - B 断面図

B

B

河床高

※倉安川H.W.Lは1.25mとし、河川改修後の堤防天端標高は
　余裕高0.30mを確保した+1.55mとする。

※護岸取壊部に配管後、曲管部の配管、調整を行うこと。

t=10mm

河川放流部詳細図

S=1/20

t=10mm

t=10mm

(550～880)

t=10mmt=10mm

護岸取壊復旧図

図示

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

8/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

S=1/50

S=1/50 S=1/50

1
.
7
6

1
.
6
01
.
6
0

底面改良工

吐出管φ500

底面改良工

60
0
～
6
7
0

吐出管φ500

管周りゴム発砲体

管周りゴム発泡体

管周りゴム発泡体

吐出管φ500

管周りゴム発砲体
吐出管φ500吐出管φ500

管周りゴム発砲体

コンクリート取壊・復旧部

敷モルタル t=20mm

550

敷モルタル t=20mm

コンクリート取壊し部

コンクリート取壊し部

550

18-8-40BB

800

86
4
～
9
3
4

6
0
0

6
7
0

8
6
4

9
3
4

52
8

φ500

φ528

52
8 φ548

2000

500 1000 500

(720～880)

2000

1
2
6
3

1
1
2
3

2000
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仕

仕

仕

M

M

M

M

M

M

M

M

標

標

標

標

R

R

R R R

R

R

R

ET

100
0×

100
0

T

V
P
1
2
0

V
P
1
5
0

V
P
1
0
0

V
P
8
0

V
P
1
0
0 V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

V
P
1
5
0

V
P
1
5
0

G

駐輪場

駐輪場

WP1
50

200

物置

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

Co

g

g

ET

N1 N2

N3

N4

N5

ET

N

KBM.7-3
H=1.773

倉
安
川

<BOX 1
500×900>

S=1/100

付　帯　工　図 (1)

放流

流入

放流

両開き

W=3.0m L=10.8m

L
=
9.
1
m

L=5.4m

放流

流入

放流

両
開

き

W=
3
.
0m

L=7.0m

L=5.1m

付帯工図(1)

S=1/100

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

9/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

車止め(上下式)×5本

地
先
境
界

ブ
ロ

ッ
ク

L=11.0mN=1箇所

転落防止柵

門扉

侵入防止柵設置工

侵
入

防
止

柵
設

置
工

転落防止柵設置工

歩車道境界ブロック　L=8.9m

門
扉

転
落
防
止
柵
設
置
工

護岸撤去・復旧工

標識撤去・復旧工

視線誘導標撤去工
地先境界ブロック　L=9.0m

4@1750=7000

L
=1
.6
m

VPφ200

街きょ桝 U型側溝

L
=1
.8
m

L=
1.
7m



付　帯　工　図 (2)

歩車道境界ブロック(C型)
S=1/20

一 般 部

φ48.6×t1.5 (#400)

max108(ガラス繊維入り・20%)

φ92×t1.0(#400)

ガラスビーズ封入

車止め(上下式)
S=1/10

頭部取手詳細図

解錠

SUS304

ガラスビーズ封入

SUS304

SUS304

シリンダー錠

S=1/3

地際部詳細図
S=1/3

鎖端金具詳細図
S=1/3

SUS304(φ5×1.5m)

付 帯 工 図 (2)

図示

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

10/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

地先境界ブロック(A種)
S=1/20

一 般 部

規  格

規  格

種　　　別

数量表 10m当り

数  量単位

歩車道境界ブロック

敷モルタル

C型(両面R) 個 16.50

0.05t=20　1:3 m 3

m 2 4.00基礎砕石 RC-40

種　　　別

数量表 10m当り

数  量単位

地先境界ブロック

敷モルタル

A種(120x120x600) 個 16.50

0.02t=20　1:3 m 3

m 2
3.00基礎砕石 RC-40

2
0 1
0
0

10
0

2
0
0

3
0
0

4
2
0

歩車道境界ブロック

敷モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-40)

φ
9
2

φ53
1
1
0

2
0

7
0
0

2
5
0

1
0

8
0
0

1
0
0

250×250

200×200

4-M5(P.C.D.76)

φ48.6

パイプ(SUS304)

埋込スリーブ(PP)

化粧カバー(SUS304)

水抜孔φ12

反射テープ(白)

φ36

φ
3
2

取手 φ5

チェーン取出口

反射テープ(白)

6

5
0

63

2
0

解除キー

1010

50

φ8

スライドプレート t4

南京錠25mm

φ31

t3

クサリ・クサリ端金具

240

400

70

180

2
0

1
0
0

地先境界ブロック A種(120x120x600)

敷モルタル(1:3)

基礎砕石(RC-30)
120

300

1
2
0

120



付 帯 工 図 (3)

1/10、1/20

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

11/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

グレーチング蓋 組
995×410×95

細目ｺﾞﾑ付 T-25 300用 1.0

VPφ200

C床:0.5 m2

b1:0.4 m2
S:0.8 m

φ
φ

再生砂

名    称 規    格 単位 数  　量

数量表

VPφ200塩ビ管

床　　堀

埋　　戻

基面整正

土  砂

土  砂

m3

m3

m2

10.0ｍ当り

10.0

5.0

4.0

8.0

再生砂

21
6

30
10
0

名    称 規    格 単位 数  　量

数量表

300×300用 車道用落ちふた式U型側溝用

1箇所当り

1.0

C床:0.9 m2
b1:0.5 m2
S:0.6 m

520×1000×665

付帯工図(3)

落ちふた式U型側溝用街きょ桝 S=1:10

(300×300用)

塩ビ管 S=1:20

(VPφ200)

端コンクリート S=1:10

断面図

コンクリート体積　V=0.50×0.465×0.15+0.52×0.475×0.15+0.52×0.19×0.11=0.08m3

型枠　A=0.50×0.465-0.088m2+0.52×0.665+(0.52×0.665-0.088-0.42×0.19)=0.67m2

端コンクリート

ｍ2 0.80基礎砕石 RC-40、t=100

基礎コンクリート 18-8-25(20)BB ｍ3 0.03

基礎コン型枠 小型構造物 0.17ｍ2

1000(街渠桝300×300用)

グレーチング蓋(T-25) グレーチング蓋 

995×410×95

細目ゴム付 T-25 300用

コンクリート蓋(車道用)

300用、412×500×95

U型側溝平面図 S=1:20

5@2000=10000

U型側溝側面図 S=1:20

塩ビ管 L=6.4m

VPφ200

塩ビ管 L=6.4m

VPφ200

9
5

7
0

9
5

70

端コンクリート

18-8-40BB

端コンクリート

18-8-40BB

L=6.4m

2
1
6

規  格

50 50

55 55 55 55

46
5

3
0

1
00

9
5

30
0

70

落ちふた式U型側溝 S=1:10 端コンクリート S=1:10

端コンクリートA=0.23m2

18-8-40BB

150

敷モルタル　1:3

基礎砕石

RC-40

C床:0.6 m2
b1:0.2 m2
S:0.5 m

端コンクリート 18-8-40BB ｍ3 0.08

端型枠 小型構造物 ｍ2 0.7

グレーチング蓋 組995×410×95
細目ｺﾞﾑ付 T-25 300用

1.0

412×500×95
車道用　300用

コンクリート蓋 組 18.0

U型側溝断面積A=0.088m2

断面図 正面図

55 55

55 300 55

グレーチング蓋(T-25)

50 50

50 50

18-8-25(20)BB

7
0

1
0
0

2
0

2
0

5
0

5
0

50

50

50

40 40

7
0

1
0
0

7
0

1
0
0

5
0

5
0

10
0

1
94

5
10

1
00

150

150 1000(街きょ桝300×300用) 150

1
9
0

110

520

H=0.789 H=0.817 H=0.843 H=0.889

φ
21
6

φ
194

995×410×95

細目ゴム付 T-25 300用

50

50

街きょ桝

端コンクリート

18-8-40BB

端コンクリート

18-8-40BB

L=2000
300A(PU3)

194

11000(U型側溝300×300)

1000

5
2
0

2
6
0

12000

11000(U型側溝300×300)

1000

3
00

46
5

3
0
0 4
6
5

250 250

360

460

300

520

1
40

32
5

500

4
65

520

280

420

520

1
9
5

4
0
06
6
5

3
6
0

1
40

4
7
5

6
6
5

1080

1180

1000

1080

95
3
0
0

20
0

6
6
5

95
5
0
0

6
6
5

500 500

800

5@2000=10000

4
75

6
65

6
65

4
75

19
0

4
6
5

15
0

15
0

70 280

表　　層　(t=3cm)

路　　盤　(t=10cm)

（再生密粒度アスコン,13mm,溶融スラグ入り）

（再生クラッシャーラン,RC-40）

m

個

種　　　別

数量表 10m当り

数  量単位

落ちふた式U型側溝

敷モルタル

本 5.0

0.11t=30　1:3 m 3

m 2
4.60基礎砕石 RC-40

グレーチング蓋(T-25)

基礎コンクリート

基礎砕石

RC-40

(300A・PU3) (部材厚t=150)
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(0.49)

(0.68) (0.67) (0.66) (1.11)
(0.73)

M

M

標

標

R

R

R
R

R

ET

V
P
1
0
0

V
P
8
0

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

WP1
50

200

As

As

Co

N2

N3

(-
0
.6
7
2)

(-0.670)

(-0.79)

<V
U
φ
2
00
>

VUφ
200>

<W DIPφ150 d=0.60>

<W DIPφ150 d=0.60>

倉
安
川

<BOX 1
500×900>

N

<VUφ200>

B

B

C

(-0.599)

(
-
0
.
5
6
2
)

1.30

1.25

1.51

1.30

1.75

1.51

1.33

W PEφ
50 d=0.80>

G(低
圧
)PEφ

100 d=0.80>

<W HPPEφ
50 d=1.60>

M

<G PEφ
100(SPφ

200) d=1.60>

仕

放流

放流
A

A

S=1/50

吐　出　管　土　工　図

<土木工事>

掘削断面(場内) 掘削断面(市道)
S=1/20 S=1/20

吐 出 管 土 工 図

S=1/50,1/20

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

12/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

2-吐出管φ500

砂基礎

DCIPφ500

埋戻

表層(再生密粒度アスコン(20)) t=5cm

上層路盤(M-30) t=10cm

下層路盤(RC-40) t=15cm

砂基礎

DCIPφ500

埋戻

表層(再生密粒度アスコン(13)) t=3cm

路盤(RC-30) t=10cm

30 5030 50

4100

4100

5
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7750 3650 2500 4750

埋設(場内)　土工延長=13500 埋設(市道)　土工延長=4650

埋設(場内)　土工延長=13900 埋設(市道)　土工延長=4750
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S=1/100

舗 装 面 積 数 量 根 拠 図

舗装面積数量根拠図

図示

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

13/13図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内路  盤 （再生クラッシャーラン RC-30）

1.26L/m2

仕

仕

仕

M

標

標

R

R

N3

上層路盤 （粒度調整砕石　M-30）

市道舗装

1.26L/m2

下層路盤 （再生クラッシャーラン RC-40）

M

T

駐輪場

駐輪場

As

As

g

g

N3

路  盤 （再生クラッシャーラン RC-30）

1.26L/m2

(仮復旧)吐出管布設工開削部

上層路盤 （粒度調整砕石　M-30）

市道舗装（仮復旧）

1.26L/m2

下層路盤 （再生クラッシャーラン RC-40）

S=1/10場内舗装 S=1/10駐車場舗装 S=1/10

S=1/10

表　層　(再生密粒度アスコン(13))

プライムコ-ト（PK-3）

1
30

3
0

1
0
0

場内舗装 A=103.5m2

市道舗装仮復旧 A=8.8m2

市道舗装 A=14.4m2

表　層　(再生密粒度アスコン(20))

プライムコ-ト（PK-3）
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駐車場舗装 A=2.5m2

表　層　(再生密粒度アスコン(20))

プライムコ-ト（PK-3）

1
50

5
0

10
0

表　層　(再生密粒度アスコン(20))
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市道舗装 A=13.3m2

路肩部(W=1.4m未満)

車道部(W=1.4m以上3.0m未満)
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S=1/100

舗装取壊し数量根拠図（参考図）

※　　　は本復旧面積から控除する。

舗装取壊し数量根拠図（参考図）

S=1/100

工事名

図面名

縮尺

事業年度

事業者名

参 1/1図面番号

岡山市中区役所地域整備課

令和 7 年度

山崎地区ポンプ場建設工事(7-1)

位置 岡山市中区山崎地内

仕

仕

仕

M

標

標

R

R

N3

(仮復旧)吐出管布設工開削部

アスファルト舗装版取壊し t=3cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版取壊し t=5cm

アスファルト舗装版取壊し t=5cm

アスファルト舗装版取壊し t=5cm

アスファルト舗装版取壊し t=5cm

舗装切断工 L=5.9m

場内舗装 A=89.6m2
舗装切断工 L=13.3m

舗装切断工 L=4.2m

場内舗装 A=8.8m2
舗装切断工 L=4.3m

舗装切断工 L=7.5m

市道舗装 A=2.0m2

砕石すき取り工 A=32.9m2

舗装切断工 L=4.2m

市道舗装 A=4.2m2

舗装切断工 L=4.2m

舗装切断工 L=12.6m

市道舗装 A=14.4m2

(平均t=70mm)


